
知床半島中央部の鳥類

中川 元

099-41北 海道斜里郡斜里町本町 斜里町立知床博:物館

は じめに

知床博物館 による知床半島総合調査として1981

年 に知床半島先端部の鳥類 を調べ報告 した(中川、

1982)。続いて1982年 ～1984年 に知床半島中央部の

鳥類調査を実施 した。調査は羅臼岳か ら海別岳 に

かけての低山帯を中心に、4つ のルー トを定めて

行い(図1)、 方法 は線センサス法により、片側

25mつ つ計50m幅 に出現 した種 と個体数を記録 し

た。 このほか、羅 臼岳の亜高山帯 までの鳥類につ

いて1983年5月 と1984年8月 に調べた。また、知

床五湖と周辺開拓跡地の鳥類の記録を整理 し、 リ

ス トを作成 した。加えて最近の知床半島における

稀な鳥類の記録について も整理 した。なお、1984

年には環境庁による遠音別岳原生自然環境保全地

域調査があ り、遠音別岳 とその周辺地域の鳥類を

調べ、別に報告 している(中 川 ・藤巻、1985)。

中央部の鳥類調査 としてはまだ不十分 と言える

が、 とりあえずこれまでの結果を報告する。

調査結果

1.真 鯉林道

真鯉林道は遠音別川河 口か ら遠音別川沿いに伸

びている。周囲はイタヤカエデ、 ミズナラ、ホオ

ノキなどの落葉広葉樹 に トドマツやイチイの混 る
'針広混交林 とな

っている。 また、沢の上方の斜面

は昭和30年 代に植林 された トドマツの人工造林地

である。 ここではエゾムシクイが最 も優 占してお

り、アオジがこれに次いでいた。遠音別川ではキ

セキレイの雌雄が観察 され、記録 された鳥類全部

で20種 となった(表1)。

2.知 床横断道路及び羅臼湖歩道

知床横断道路の知床峠 と羅臼湖への歩道入口の

問の3.2kmは 、ダケカンバ帯の斜面に作 られた国

道沿いのルー トである。周囲はダケカンバに トド

マツやナナカマ ドが混 り、ハイマツ群落が広がっ

ているところもある。調査時は深い霧がかかって

図1調 査 ル ー ト

a-b:真 鯉 林 道 、c-d:知 床 横 断 道

路 、d-e:羅 臼 湖 歩 道 、f-g:海 別 岳

旧 鉱 山 道 路

Fig.1Censusroute.

a-b:Makoir.c-d:Shiretokopass

d-e:Rausukor.f-g:Unabetur.

お り、気温 も低かった。 ここではビンズイが最 も

優占 してお り、随所で嚇 っていた。開けた環境が

多いためか、ウグイスやツツ ドリくアオジが多く、

カワラヒワの少群 も観察 された。ル リビタキやク

ロジ、コマ ドリなど、亜高山～高山帯の種 も記録

された(表1)。

歩道入口か ら羅臼湖までの登山歩道は、途 中い

くつかの湖沼群 とそれをとりまく湿原の中を通 り、

低 い尾根が湿原 と湿原の問に伸びている。尾根の

部分はダケカンバやナナカマ ドの林でハイマツも

混る。沼の周辺は湿原植物 とハイマッがモザイク

状 に分布 している。このルー トではウグイスとア

オジが優占していた。 また、羅臼湖の上空でハ リ

オアマツバメとアマツバメが飛び回っていた。水

一17一



知 床 博物 館 研 究報 告 ・第7集 ・1982

表1知 床 半 島 中 央 部 に お け る セ ン サ ス 結 果

Table1.CensusresultintheCentralpartofShiretokopeninsula.

種 名

真 鯉 林 道

Alt(20-140m)

1982.6.30(5:05-6:05)

NN/kmD

知 床 峠 一歩 道 入 口

(740-680m)

1982.7.1(・4:・15-6:06)

NN/kmD

歩 道 入 ロ ー羅 臼 湖

(680-730m)

1982.7.1(6:lo-8:05)

NN/kmD

海 別 岳 旧 鉱 山 道 路

(360-640m)

1983.5.13(6:10-8:30)

NN//kmD

Species

マ ガ モ

キ ン ク ロ ハ ジ ロ

エ ゾ ラ イ チ ョ ウ

オ オ ジ シ ギ

キ ジ バ ト

ア オ バ ト

カ ッ コ ウ

ツ ツ ド リ

ハ リオアマ ッバ メ

ア マ ツ バ メ

ヤ マ ゲ ラ

ク マ ゲ ラ

ア カ ゲ ラ

コ ゲ ラ

キ セ キ レ イ

ビ ン ズ イ

ミ ソ サ ザ イ

コ マ ド リ

コ ル リ

ル リ ビ タ キ
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ク ロ ツ グ ミ

ア カ ハ ラ

マ ミチ ャ ジナ イ

ヤ ブ サ メ

ウ グ イ ヌ

エ ゾ セ ン ニ ュ ウ

エ ゾ ム シ ク イ

セ ン ダイム シクイ

キ ビ タ キ

オ オ ル リ

コ サ メ ビ タ キ

コ ガ ラ

ヒ ガ ラ

シ ジ ュ ウ カ ラ

ゴ ジ ュ ウ カ ラ

ア オ シ

ク ロ シ

カ ワ ラ ヒ ワ

マ ヒ ワ

ウ ソ

カ ケ ヌ

ハ シ ブ トガ ラ ヌ
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禽類は三つの沼でマガモ雄2、 雌1羽 、五の沼でキ

ンクロバジロ雌雄各1羽 、羅臼湖にキンクロバ ジ

ロ10羽 が観察された。

3.海 別岳 旧鉱山道路

海別岳のルー トは海別岳の北側の旧鉱山道路に

沿って標高640mま でのコースである。周囲は針

広混交林だが、道路周辺は明るく開けている。標

高が高 くなるにつれ、ダケカンバ林 となって くる。

ここでは25種 が記録 され、 ヒガラ、キジバ トが優

占していた。ついでセンダイムシクイ、 ゴジュウ

カラ、ヤマゲラが多く、マ ミチャジナイの雄が1

羽記録された(表1)。

表2羅 臼岳 亜 高 山帯 の 鳥 類

Table2.BirdsofMt.Rausu.

種 名

Species
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4.羅 臼 岳 亜 高 山 帯

羅 臼岳 で は、1983年5月12日 と1984年8月28日

に、 登 山 口(標 高240m)と 銀 冷 水(標;高1,030

m)の 間 で 登 山道 沿 い に 出現 した 鳥 類 を記 録 した。

1983年 の 調 査 時 に は 標 高800mか ら上 は まだ 雪 に

お お わ れ て お り、1984年 の 調 査 時 は雨 天 と調 査 条

件 は良 くな か っ た。 記 録 さ れ た鳥 類 は表2に 示 す

よ う に26種 で あ り、 標 高500m～1,000mの ダ ケ

カ ンバ 帯 で は ク ロ ジ、 ル リビ タキ 、 ウ グ イ ス な ど

14種 が 記 録 され た。

5.知 床 五 湖 とそ の 周 辺

知 床 五 湖 は 標 高200～300mの 台 地上 に あ る、 針

広 混 交 林 に 囲 まれ た湖 沼 群 で あ る。 一 周2.8kmの

歩 道 が5つ の 湖 を め ぐ って い る。 第2湖 か ら第5

湖 まで は バ リ,ギリ、 ミズ ナ ラ、 ド ドマ ツ な どの 森

林 の 中 に あ るが 、 第1湖 だ け は湖 の 西側 一 帯 が サ

サ 地 とな っ て い る。 知床 五 湖 の 西 側 に は岩 尾 別 の

開拓 跡 地 が広 が っ て お り、 草 原 と防風 林 、 自然林 、

若 い植 林 地 な どが モ ザ イ ク状 に入 り組 ん で 変 化 に

富 ん だ 環 境 とな っ て い る。1979年 か ら1984年 まで

に こ こで 観 察 され た鳥 類 は リス トの とお り58種 と

な った 。 記 録 は 自然 観 察 会 や 自然 教 室 で の 観 察 も

含 め 、 知 床 五 湖 は4、5、8、9、10、11、1月

に 合計15回 、 開 拓 跡 地 は4、6、8月 に 合 計7回

遊 歩道 沿 い、 開 拓 道 路 沿 い を歩 い た時 の もの で あ

る。 この う ち 、 知 床 五 湖 の 水 面 に見 られ た 水 禽類

の 観 察 数 を表5に ま とめ た。 カ イ ッ ブ リ、 オ シ ド

リ、 マ ガ モ は こ こで 繁 殖 して お り、 幼 鳥 をつ れ て

泳 ぐ姿 が 観 察 さ れ た 。

観 察 鳥 類 リス ト

(G:知 床五湖遊歩道、K:周 辺開拓跡地)

カイ ツプ リ科

カ イツブ リ

サ ギ科

アオ サ ギ

ガ ンカ モ科

オオ ハ クチ ョウ

オ シ ドリ

マ ガ モ

コガ モ

オ カ ヨシガモ

ヒ ドリガ モ

キ ンク ロハ ジロ

スズ ガモ

ホオ ジ ロガモ

G

G

十:1983.5.120:1984.8.28

G

G

G

G

G

G

G

G

G

ミコア イサ

ワシ タカ科

ノス リ

ライチ ョウ科

エ ゾ ラ イチ ョウ

シギ科

オオ ジ シギ

ハ ト科

キ ジバ ト

ア オバ ト

ホ トトギス科

ツツ ドリ

カ ッコウ

アマ ツバ メ科

G

G

G

G・K

G・K

G・K

G・K

K
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表3知 床 五 湖 の 水 禽 類Table3.WaterfowlofShiretoko-gokolake.

種 名

Species

4月 ～6月 8月 ～9月 10月 ～11月

4/295/35/216/2

(1983)(1979)(1984)(1979)

8/48/68/139/59/6

(1981)(1980)(1983)(1984)(1980)

10/2610/2911/4

(1984)(1979)(1980)

カ イ ツ ブ リ

ア オ サ ギ

オオハ クチ ョウ

オ シ ド リ

マ ガ モ

コ ガ モ

オ カ ヨ シ ガ モ

ヒ ド リ ガ モ

キ ンクロハ ジロ

ス ズ ガ モ

ホ オ ジ ロ ガ モ

ミ コ ア イ サ
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9
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3

1

ρ
U

-

ハ リオ アマ ツバ メK

アマ ツバ メ

キ ッツキ科

ア リス イ

ヤ マゲ ラ

クマ ゲ ラ

ア カゲ ラ

オ オア カゲ ラ

コゲ ラ

ヒバ リ科

ヒバ リ

ツバ メ科

イ ワツバ メ

セ キ レイ科

ハ クセ キ レイ

ビ ンズ イ

モ ズ科

モ ズ

ア カ モズ

ヒタキ科

ノ ビタキ

アカハ ラ

ツ グ ミ

ウ グイス

エ ゾセ ンニ ュウ

G・K

K　

K

G

K

G・K

G

G

K

K

K

K

●

●

G

G

G・K

K

K

K

K

　

　

　

G

K

G

G

G

セ ンダ イム シク イG

キ ビタ キ

シ ジュウ カラ科

ハ シブ トガ ラ

コガラ

ヒガ ラ

シジュ ウカ ラ

ゴ ジ ュ ウ カ ラ科

ゴジ ュウカ ラ

キバ シ リ科

キバ シ リ

ホオ ジ ロ科

ホオ ジロ

ホオア カ

シマ ア オ ジ

ア オ ジ

ア トリ科

カ ワ ラ ヒワ

ベニ マ シ コ

ウソ

シメ

ハ タオ ドリ科

G

K

K

K

■

●

●

G

G

G

G

G

G

G・K

G・K

G

G・K

G・K

G

G

G

ニ ュ ウナ イス ズメG・K

カ ラス科

カケスG

ハ シ ボソガ ラ スG・K

(合計22科58種)

6.特 記すべ き鳥類の記録

調査期間中の知床半島における特記すべ き鳥類

の記 録 と して次 の もの が あ る。

タ ンチ ョウ:1979.5.18、 亜 成 鳥2個 体(1才 鳥)、

ウ トロ ・フ ンベ川 河 口の 岩礁 上 、 吉 田 誠 氏(写 真

有)。1981.4.24～28、 亜 成 鳥3個 体(1才 鳥1個 体 、

2才 鳥2個 体)、 ウ トロ ・ペ レケ湾 の 氷 上 、吉 田 誠

氏 、 佐 藤 正 悟 氏 、 中川 元 。1984.4.26、 成 幼 不 明1

個 体 、知 床 岬 ・赤 岩 沖 約100m海 上 の 上 空(高 度200

m位?)を 南 か ら北 へ 向 っ て 飛 ぶ 、 北 大 クマ 研(太

田学 氏 ほか)。

ヒメ ク ビ ワ カ モ メ:1984.1.26、32個 体 、斜 里 前

浜 、 中川 。 同 日、67個 体 、 斜 里 港 、 森 信 也 氏 。 翌

27日 、 日の 出 海 岸 、 佐 藤 正 悟 氏27個 体 。 翌28日 、

日の 出 沖 、10個 体 、 中川 。

ウ ミオ ウ ム:1983.11.13、 衰 弱 した1個 体 を保

護(同 日死 亡)、斜 里 町 前 浜 、 大 瀬 昇 氏 、 標 本 は知

床 博 物 館 保 管 。

引 用 文 献

中川元、1982:知 床半島先端部の鳥類.知 床博物

館研究報告、4:49-54.

、藤巻裕蔵、1985:遠 音別岳厚生 自然環境

保全地域における鳥類.遠 音別岳厚生 自然環

境保全地域調査報告書(印 刷中).
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